
平城宮跡と平城京跡の調査

平城宮跡発掘調査部

平城宮跡発掘調査部では， 1977年度におL、て第102次から第109次までの28(tl:に及ぶ発掘調査

を行なった。平域宮内では，前年度に引きが山、て舵定第一次朝堂院地区の京第一 ・二堂の調査

(第102次)を行い，点院地区では， 旧東-t'J大路路而とHE定された地区で ti!22次南調査地と

第43次調査地の中11¥1をつなぐ調査 (第104{k)を行¥"，束院成立に係る重要な知見を得た。

、|λ城京内では， 1976年度に続く左京三条二坊六呼の調査(釘n09次)で， 111汀j械を占める宅地

の全容をゆlらかにし，また，右京北辺t'J(~n03-1 6次〉 では，はじめて宅地の存在を実証 したほ

か，大安寺西中lJ)，楽師寺小子JJ}・-1-宇l制作定l也などの調査を行・い，見るべき成県をあげた。

以下，主な調査の概裂を報告する。

調 脊 j也区 | 問調査次 数 I ~:1!，1 脊 WJ IBI I而 ml 。Irr ~. 

6ABG.BS.sT 三I'.~長官 第102ð， ii..1.6- 7.12 :n.20 a m一次':VJ~~院
6ALR JI"l!主'.';f tsIO州大 77. 8. .1-11.12 27.00 a 刃l院地区

6ACD.CQ Jll械'.';';第1061)， 77. 6.22- 8. 1 7.36 a !li:l!自l"lJlCJi

6ABN ‘ 11.1成.:~; Wl07次 77.11.1，1-12.27 11.30 a !t紀池双方

6ADB-A 平l或'!，r l'i1103-.1次 77. 6.15- 6.16 0.08 a ':~'西北附

6ACN-[， JVJ成::r l'i1103- 5次 71. 8.26- 8.28 0.39 a 北而1大厄

6ACA-s -'p:J波'::f 第103- 91大 78. 1. 9- 2. 8 9.00 " {主紀池東:lt:iJ
自ALE ミド城'::i Wl03-10次 77.11. 8-11.11 0.08 a 耳i而大垣

6ABAーし ヂI伎と Wl03-17d，78. 3. 1-3. 0.05 a l'i1一次内;}~北ブj

6八Fし Jp:城Jt( !:HI05次 77. 6.28- 7.30 ;;.5.1 a 左京凶糸三J;Jj一月i

6Aト18ー I 平l成Ji{ 2"l11081k 77.10. 4-10.19 2.70 " 左京六条三幼

6AFI 平城 京第109次 77.11.21-12.27 11.00 " 左京三条ニ幼j、珂τ

6AFI-S.R 平城 京第103ー l次 77. 5. 9- 6. 2 ロ00" 左京三条二J;Jj七坪

6AAN 3ド域);~ !n103- 2次 77. 5. 9- 5 . 1~ 0.21 a f城t)¥'北方

68FK-P 平城 京第103- 3伏 77.5.17-5.18 0.20 a 来二J;Jj幼r::w品

6AG八-M ー中j成京 2i1103- 61X 77. 9. 2o- 9.28 0.33 a 右京一条二tIi三月i

6AGA-E.J 平城京 Wl03- 7次 77.10.17-11.12 8.00 " お京一条二段J一二J;f

6AGJ 守、ドl荻京 2n103- 8(); 77.12.9-12.11¥ 0.24 a 凶j-J;Jj大路側術

6sFl<-U 平城京 第103-11()，77.11. 9-11.10 0.03 a 耳l院点プJ

681<A 平城 京第103-12次 77.12. 2 0.05 a 海王寺!日境内

613['1(- 1' '1'-l!占J;( t41103ー13次 77.12. 5-12. r， O. 3 a }I~ニ坊幼IllJr品
日AGA'GG 'V~成J;( ðl1 1 03ー 1 ~次 78. 1. 9- 3.25 5.00 a 間-.tJj大~ï，Y;

6 A F J 干減J;( tl1103-151k 78.1.31-2.1.1 0.90日 耳[-.tJjt/jllll路

6AGR 玉Jl妹Jit !nl03ーl局次 78. 2.28- ー1. 1 13.00 a 北辺J;Jj

6llYS i!?~市 li "'r 77.11.1.1-11.26 1.20 a JlH凶);j北方

68YS i!iJ向Ii，'j 78. 1. 7- .1. 6 7.19 " 西小子})J・十字lJ!ii

6BDA 大~王子 77.10.17-10.25 0.77 a 商 '1'1!j
68HR 法除手f 77. 8.19-8.2~ 0.2.1 a 西大川11必需J9i跡

1 9 7 7 年度発 j~l ，JI.l :i'r:状況
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~ Iλ以'自『みと 、v.þ.え)~(跡の li'!.I :~仁

l 平以古跡の調査

推定第1次朝堂院地区の調査 (第102次) 訓省地域は第97次調査j也の IvHこ J去し ， 点第一 ・ 二~;~跡

Ht定上坦を 2ケ所含んでいる。この地区のj也形は推定第 l次 ・第 2次内誕地威からのびる 2つ

の低丘陵の川を南北にのびる1えいれ飾にあたり，東南にむかつて緩やかに傾斜する。退怖はこ

の谷筋を組めたてて造営されている。検出した主な追桃は建物 2.tJU，抗11立柱!lfl:3条， 築地腕 l

条，時10条などである。これらの巡航は整地l世によ って 4JOJに分けられる。

第 1jOJ 第 l蛙地問に造営された追陥で S03765， S A8410がある。 S03765はぷ掛Iiりの

附北時で，帆 2~2.5 Il1，深さ 0 . 6 1l1である 。 舵定第 1 次 ':V I堂院の制定 1-1:1 'lilll線か ら点に約 103111

(340)むの位i泣にあり ，調査|メ;をIY{北に1'1¥，、て耐に延びる。都中には 2府のJ私的が みられ，

I'Î~'1は背灰色砂層， I:.J百は11白県灰*ii1-.]習である o ili物はJil~(!愉Jl'が芯 r- III 士したのみで-ある 。

S A8410は S03765の京17.5rnにある倒立柱初!J杉列である。10NII¥1陥で， 1911¥1分を検11.¥し，

さらに附に延びてL、る。 位銅形は旅さが約0.4111と浅く ，肱而の11111111が激しく ， 位指L跡がない

事から， t罰IJ~だけで計画変更をしたものと )J}，われる 。 北か ら 101日J FI， 1111¥1目の捌形から木附が

各l点出上して， うち 1点は記載内容か ら*11剣::1'.11.¥1に比定 される。

第 2JOJ 第 2整地!日に造岱された逃W;でSX8559・8560， S A5550A， S 03715がある。

S X8560は SA5550と車位し， iV，品品I!;Ji

口rnあり札， 発抑区I陶ね句i !t引W企封鋭端';;1出i品;近 く でで匂 」点~Ü汀[凶釘ブ方'51ド向;句リ に7走tI伝l佐:る SX8釘55印9 とつながる 。 S X8559は$ffi1.8111， 目前さ0.3

111で，西端は SB8550の誌庖のMTI込ltl!楽でtliされ，S 03765上にはイr:花しなL、。

S A5550Aは惟定第 l 次 !iÿJ ~ih院の東而を画する塀である。 S 03765の.!U4mにあり ，航法第

l 次 ~ÿj1主院の想定中市111線から束中(J107 m (360尺) の位iu:にある。第41・97次制査分と合せてl判

北4611.¥1分 037m)を確認した。 住II¥J寸法は10尺。抗i!形は 一辺約 2111で，泌さは1.2111である。

第97次調査では SA55S0A・B・Cの3JOJを想記し， j民一築地ー拐の変造を考えたが， 今川の

調査で SA5550Cは SA5550Aの柱抜取火であり ，築地法j丘と考えた SA 5550 8 (.-.tJiff. S A 5550 

Aの基駐胤七である こと を確認 した。柱.j)j取火か らの11.¥1'.IIi.FJ.じは全てJf!約五官式であった。

S 03715はHt定第 l次似堂院とH(;A第 2次':VI:主院の川を流れる向.北大部で， S A5550Aの点

17.5111にある。幅 2-3111，深さ約 1111である。奈良時代を通してイr:抗する。上 ・下層の 2JVJ 

に分れ，下!??部は紀::1三木仰jの111U犬訓か ら，その改修の時JUJを天平初イド別にお くことができ

る。上 ・下回総とも上保，TLのI.L¥1..は少なか った。

却 3WJ 第 3整地f，'1に造営されたili梢で

S 08552などがある。

S A5550Bの基庖税 L:は， S A5550A の柱を抜L 、た後に ~:ii質上， 7!沙質 1 '.で紅i ま れる 。 .fi'[ J-.(i. 

凶縁で良く残っていたが，東側lは明治以降の川水路で峡され，築地本体の幅は確認できなかっ

た。築地図縁に沿って雨務総 S08392がある。帆0.41l1，派さ0.1111であるo

S 88400は第97次調査にづI*/，;¥，、て ，iJi凶杭 1:を1炎山した。その陶は 9111途切れて， S 88550 
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奈良IJil立文化財研究所年幸11

の基凶fj'i土がさらにあtく。点凶帆は19.6111であり，官il: 1:而で踏石脳付痕跡8ヶ所と足場火を

検U:¥した。礎石据付浜跡の辿存状態は泣い、が，的'北約4.5111，米間約3.511111¥1陥に似石が並び，

捌l杉の氏は基坦掘込而より 0.5111程ヒ而にある。J.e.場火は15尺]:¥1隔で南北方向に柱筋を揃え，

基国外で一部に重複がみられる。新しい足場i'(はSB8400の1¥11分補修のためと考えられる。基

坦j也業や足場穴，踏石J桔付J}湖、の配i丘によって， S B8400はよj，(j1G約19.6111，南北約50111の基副

上に桁行101::115尺等11¥].架行 41::111.5尺令11¥1の随石建物を位!A:できる。 SB8550はSB8400の

|判50尺のIHI隔を置いて南に桁行 311¥1分検11¥し， さらに陥・に統く 。 SB8400と同形式で柱]i'd、l

法が等しく， 同様の足場火を倹11.¥した。第97次調査で検山した礎石の市さは約 1111あり， 今回

検/.1.¥した駁石のレベルがj也業而から0.5mftlであることか ら，i主位向は約1.5111と行II定できる。

階段や地位石は後世のi'iIJ-'1λにより浜跡はみとめられなかった。

基副2結成:伏1~は数ケ所にトレンチを設けて迫査し，誕L~~~な j也|ごI也業を行なっていることが分
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311.島北宮~!il;と平以)J~刷、の訓査

った。まず基胞まわりと梁行・柱筋を布抗ITIりし，資制色 1:を入れて版築:伏につき凹め，さらに抗ITI

践し部分も ，f~!j函り の幅約 6111 をl除 く両端の)51<捌りを行い， 11内側色 1 ..を入れて版築;肌ーにつき悶め

る。この地業は SB 8400， S B 8550ともー辿で行なっているが，両建物法胞の中IIHだけは訪日残

し部分を全而に掘込み， 1医築を行なっている。 2段階に分けて行なったようにみえる地業のう

ちで¥はじめの布銅!り地業は1Y4北方向で各16尺11¥1隔となり，基樹上而の残存般石列から復阪で

きる桁行柱11¥]15尺と共なっている。この相迎についてはなお検討の余地があるが，当初，桁行

柱川を16尺等IIHで計四していた建物を，地下地業の段階で何らかの理止lによ って当初の計四を

変更し，顕!践し部分も加重の少ない練通りを除いてj平捌l也業を行なったものと考えられる。

S D8552は調査|玄の中央を南北に貫 く幅0.7m，深さ0.25mの葉掘出で， 焼棋は小さいが築

地から基凶建物までの区画の捌7KWIJと考えられる。 SD8552のよRPy縁に沿う SA8553は位1141隔

が一定せず市の方で消滅する。

負I44 JOJ S B 8400・SB8550廃絶後の11寺JUJである。錦97次調査で SX8390とした瓦を多量

に合む強地層 Wí4~仰也!めと同一JVJて/1\ - 1 造物か ら、|λ安時代以降とみられる。 SX8551は方

約0.5111，I手さ 8cmの競灰岩 切石を京丙ブ1]1句に放並べたもので， 性i陥は不明である。

造物 U，{{f・];L・木製品 ・木聞などがある。二1:協は剖査区全体としては一ill.が少なL、。主に

S D3715から出土しており ，平城宮 11~ V JVJ (725~ 780年頃)がヰ=休を占める。瓦はili.f丸瓦 299

点， i!fF平瓦250点の他に丸瓦が多量に11¥二卜.した。大半がj在地問山ニ|二である。 qi.l丸瓦，刺平瓦で

は全11:¥土数の約80%が 1• 1I JUJ ( 708~745年)のÞr. -eある。 S A5550A の抜11);(穴から藤原'II~;・式の

瓦が出ー|ニしているが， これらは SA5550Aに引“かれたものと考えられる。 木製品は全て SD

3715か ら 1 1:\オーした。多 くは1刺)~ ・ 板 : 1ん171 で‘あるが， 人形 ・ 杓子 ・ 芥 ・ 箸 ・ 礎板などがある。木

簡は SD3715， S A8410から総数30点出オした。SD3715の木rmw七回[れ土第97次調査で多抗

の木附を出上した問位と同一で， 天元|λ5f]:・-の/，r紀のある木間が l点II:¥-/:している。 SA8410の

柱捌形山土木間jは和銅年I:I¥]のものと考えられる。

まとめ 第 1JVJは荊 l銅~rl日iの平成官造営当初の11剖切にあたる。 S A8410は宮中q~h線からの

距離がが~ 120111 (400)心 あり，当初来同800尺を|ヌ:画するW(として計画されたが柱捌形の段階で

計阿変更し廃絶されたものと思われる。第 2JUIは霊屯~義老~fll 'rlに相当する 。 S A5550Aは基

出っきの州立柱W'f.で，のちに抜取られて築地明に改められている。第 3則は SA5550Aを築地

加に建替え，S B8400・SB8550の地業を行なって悦堂建物を建てる。明堂建物な担11(1色作1l'rlに

お くこ とは~~97次制査の知見と矛盾せず，宮廃絶まで存続したと考えられる 。

佐紀池東地区の調査 (お孔03-9次， ;;(¥107次〉 澗~地域は11'1 :年度に調査 (鈴101次) を行な った佐紀

池の*にあたり ，発効ITI而引は約20001112である。退出は 6ABN-W区と6AC B -Arヌ:で1~ï11L

柱建物 1初L出 1条， 土砂'19基を検出したが，それ以外の地区は後|止の撹訴しを受け， 祭政H寺代

のi立桃はDMrしなし、。抗:il立柱ill物 SB8851は{行行 511H，梁行 411¥1の東 ・同庇をもっ南北似建物

であるo t.:l:Ii'd寸法は，I'ii行10尺等11¥1. 架行7，5尺 "JUlJtの11.¥10パ，問庇の1:1:¥8尺である。ト レン
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五，'0込悶立文化財研究所11三十li

1 0 7次

103-9 <}， 

間103-91欠 お(D07次発jr.ï! ~'!.I有地|メー

チ ryJ訴Mでμn'同時SD8850の北半絡を検出した。この併は大JJ持!隙の北を区画する裕とみられる。

造物 瓦 ・土器が山イニしてL、る。瓦は SD8850から平城宮 111jUJ (745......756年)の軒丸瓦6282

型式が 2点，;1奇平瓦6721型式が 4点， 6684C型式が 1点/1¥土 した。土器は小j十ばかりであった

が，その内に硯部とj肉l台Iff!(筏28.5cm)をー辿で・成形する大型前i1脚O2Bが 1点ある。

佐伯門東方の調査 (白釘抑inoω6次) 第2お5次訊捌1査で

イ佐4ι:づイσ伯1'1門の束方約2お30111ηのj地也区，約750m2を発倒調査した。検川した主な逃梢は時 4条，捌立柱建

物 l.jJU，41i'9.&:坦!置施設 1基などである。

S D8844は素掬!りの東西1，Yiて'ある。故大l陥1.1111，深さ0.25111で， 束三幹部は中 ・ 近世の ~I:戸

で分l1Jrされている。 SD8820はiPru約2.0111，探さ0.3111の紫捌りの東西青年で，佐伯門中市Ih線に沿

って点に流れる。東四時 SD 8810は ~ílJ王子が著しく東方で途切れている。 S D8830はSD8820に

合流する南北務で，南はこ|二:畷て'切られるが， S D8844に後続するものと考えられる。

S B8800は京商 311¥1，市北 11111以ヒの抗il立柱建物で柱11¥1寸法は東西 8尺，南北10尺となる。

S X8845は SD8820の!i'，'j; þまで検出し，小さなこ|ニ城内の氏 ・ 側而に瓦をi世し、て折~止を固定した胞

設である。 SX8843は発郷IIKi*'i部で検出したH'字状の泌;1犬泣椛で・ある。遺物は皆無で引i:l:と砂

質土が員，Ijl"、互!習をなしていた。

逃物 土器 ・瓦 ・木製品などが11:¥土した 二七総は/U上fd:が少なし、。 SD8820， S D8844/1¥ 
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ïl7..IJ.え':;O;W~; と τJi.~え)，叫;のJ~，11t

|ての七棋は、|λ城'I~\'III JUJ~ V JUJ (750~780旬

以)に比定できる。瓦は1F.f九Jf.， 6 }.'Y.， n 
平瓦 8点，而戸瓦は底面戸で藤原符式の

特徴を耐えている。木製品は SX8845の

折敷 l点と仮状木製品政J:-4点が S0 

8820から山ー|二している。

まとめ 発侃I~は水路で南北に分|析

され， かつ隊-1'11が)'~なってし、た。 S 0 

8844とS08820の111]はj町立に比べJm山iTii

が向く ，こ こに築地を~!)iすれば' I:ÇiIIT ブ

ロ ックを I~iilliするものと考えられるが今

回の調査では吋初1-1(19とした道路放らし

し、遺構は検出されなかった。

東院地区の調査 (tino/li.大) 調査地域は

~22次南地区とおí~43次地|ヌ:の川にはさま

れた束院地区である。谷mJの低iMJ也にあ

たり， :i立l悼の多くは弛i也而|てで険/1:した。

初 106次発 j}，ll)古川|刈

土佐な近隣は倒立担:ill1to21倣， j~目立柱WFl 5糸 ， ~犯行行H市東~ 4糸，t'Ii45条， J乏)iJ~ /'.峨 1法，)1:戸

1 ~~などである。これらの迫陥は人-きく A- E の 5 JUjに分けられる。

AJV] τIL域符.u.j'，:;.同ij後の主として部で附成される11寺JUJで， liiJ後 2JUJに分れる。はじめは点

阿方向の行II~'渠 S D8601・8602・8603・8604の 4糸が，発投il区のほぼIjl火をrH北に縦断する京

掘併 SD8585に連なり ，発捌区京北部でこの桝と合流するぷ侃糾 S08586とかならる。、|λ以7;.f

造営 lìíJ と考ーえられるが， その i~l:絡は切らかでiな L 、。

次に発捌|ヌ:の北京から向ー阿にヌ12る斜行部 S08600と，発J用11<<，:北、1".lj-1火に深さ30-40cmf'l¥の長

方形士服 SK8630，およびその北辺から北にのびる市北石放糾 S08645が造られる。

S 08600はjiIij)';;:に成存状態の良好な護岸JlJシガラミがあり ，J盟I:rわか らは多iA:の上部 ・木聞

が/L¥-Iこした。後に詳述 (32mするよ うに，平1I$"jI，J:.Il¥1の年紀のある木間が 9点あり ， J'. P.~は平

成宮 1.IIJ切に属するものが主である。また， S K8630の JiH -1ニからも:f11銅 ・ '心地の~.紀のある

木附や平城宮 l・11JUJの土協が出 tしていることから， AWI1炎平JUIの ili椛のH刻。lは、|λ城符造~~:f，

、1'1初から天平初/'1'頃ま でに限定できる。

BJUJ liijJ切の糾 ・こし臓を足H立て，全体に引って弛j也を行う 。発捌I;;i.:jlli辺を市;1ヒtlfl:S A3237 

で慌岡し， さらに， 点jlli~f. S A8574・8576で・発銅i区をIH北に 3/X:回に分割して，各区間内がiY4

北似!の抗m立柱建物 SB8570・8571・8578・8580・8582・8618で桝成されるH剖Ujである。

S A3237は第22次問調子町 Ix:から続き ， 片品!é J也|天の阿辺をIU~ る !M と考・えられる。 南北 31メ:阿の
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奈良国立文化財研究所年制i

うち，北の区画には大脱税ill物を配し，rl~I 1\ 1区画で怯発抑lj5(点辺に南北j耳 S A8575を設けて方

60尺の区画とし，i-N区間では SA8575をさらに隔に 21日|分のばして SB 8571，およびその向ーの

東西堺 SA8572とともに，南区画をさらに小さく分割lするなど，官術的な要素の強い機能的な

配i丘計画がj必されている。

B JO Iの廃絶時1Ul~;t ， S B 8580の南蛮:柱欽取穴出土の紀年木聞から天平末年頃と般定される。

CJtrI fIIiJ切の逃桃は SA3237の西に沿う南北総SD8605を除いて一掃され，同じ規紋 ・平

市形式の束回線建物SB8590・8591・8592・8593・8594・8595の6棟が，等11J1隔を[泣いて南北

に整然と配置される。建物列の西側は SD8605で，東側は倒立柱拐 SA8577，北側は SA8596 

で区画される南北に調II.R:¥，、宮市ブロッタである。 SA8596の北約16mには SA8597が蛇行し，

阿抗川は道路放と舵定される。

DJDI 発掘区西寄りの，東一妨大路西側溝の北延長上に当る位置に南北大都SD3236が造

られ，発捌北端と中程で，東西石!飲料SD3229・8620が SD3236に合流し，これら 3条の併に

よって，当発侃区は 3 区田に分:~II される。 S D8620の約12m南に鈍行する東西2!神百務SD8624 

との間は追怖がなく ， ~fJ北の官何を分ける道路放と考えられる。 道路放の北には東西棟建物

S B8632・8640，道路放のIねーには南北棟建物 SB8610・8612， ねはじf，VjS D3236の illi縁に~fJ北館

建物 SB8609・8638がある。南ブロ γ タの SB8610は発捌|売の耐にのびるl行行 71旬以上の建物

で，桁行に 2問， 1 HIIの単位で5室にH¥I{:l:切られている。

S D3236はそのj能郡!日伎は 3JOIに分かれ，下回から天-'F'.Jf年宝~宝f也6年の年紀のある木聞が

6点山-1::し，上問からは平城宮 VJDJのご|て慌がIt¥二|二している。また，北ブロックの SB8680はの

ちに廃棄されて，;JI:戸SE8679が造られるが，この31二戸J盟 1:からも平城宮 VJmの土器が出-L:し

て，DJmの廃絶は奈良l時代終末期にあてることができる。

EJOI 奈良時代終末期の泣桃を全而パラスで・駆った時101である。このパラス而からは平城

官 V~ VIl却lの土探と ， 少i誌ではあるが中世の背磁 ・ 瓦総 ・ 灰利!陶僻が I t\ゴニしている。 S B 8613 

はパラス而からは1検出できなかったが， 柱抜H形出土の土器形式(平城古川U])からこの時即lに

属するもので，また， 柱銅形の形状等から SB8611・8637も同時期と忠われる。

巡物 300点を越す木簡をはじめ， 多且の土探 ・瓦 ・木製品 ・金属矧がl士l二lょした。特に S

D3236・8600から山二七した木1m-土f.誌は東院の拡張1I;j:則を考察する上で武重な資料である。

'Ilfl・LのUJ土総数は635点あり ， 6282-6721型式が大多数を占める。 ゴニ慌の/1::土fil:も製自で S

D 8600J1主主~土中出土のj苦 ~f，f.文を箆古きした*i必然諾や， 同僚なほ1[f.文の銃形杯などがあり，ま

た，S D 3236からは出~r:: ー|二総175点， ニ彩鉄鉢 9 点， 県淡塗 |二師器 1 点， 線刻 |ニ.v.;H8点， I ~馬

1 I点:

まとめ 当1地也区はこれまでで平l以成宮抗例|リ閃E珪!当初は京一条大路の辺路敷と考えら，れたが，ネ斜:f↓Hi

抗純V昨iや長長，方1形杉二土t域の存ギ布巨でで なお今後にIlrJ題を残すこととなった。また，天平末期以降は*院J也

医はかなり建物密度の~':j \， 、日i街地区として機能していたことが明 らかとなった。
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|住1::1寸法ぼ)
桁行 1~~行 I IfE 

日 SB8570 1 Í"i~tN[ 81:H以l:x 21H1 10 10 

S B8571 I何~tl~[ 41:11 x 21:日以 l: 8 ワ ， 
S B8578 íH~tl京 71:11 x 21::1以上 9 ワ 8 

S B8580 ïH~t Nl 111日1 x 31t:1 9 10 9 

S B8582 11:11 x 11:11 9 9 

S B8618 f\'j:lt l~[ 31:H x 21:11 6 6 

C 1 S B8590 東西側l 51::1 x 31::1 10 9 9 

S B8591 }U西側l 51::1 x 31::1 10 9 9 

S B8592 Jl!凶|京 5liJI x 31:11 10 9 9 

S B8593 京凶l東 51::J x 311lJ 10 9 9 

S B859.1 東西I'U 51::1 x 3/:11 10 9 9 

S B8595 東西1m 51:11 x 3/:11 10 9 

D 1 S B8609 南北D![ 3/:11 x 21::1 8 J 

S B8610 南北D![ 71:H x 3/:11 10 8 9 

S BI¥612 I何北側! .I/:II x 31::1 9 7 8 

S B8632 東西I!l[ 11::1以1:x 31::1 10 9 10 

S B8638 I拘~t l~[ 61::1 x 21::1 10 10 

S B86.10 JlHlli捌! 4/:11以1:x 31::1 10 9 10 

E 1 S B8611 耳HlliJl!( 2/:11 x 11::1 10 10 

S B8613 Jli凶制l 3/::1 x 3/::1 8 6 10 

S s86:n 東凶iリ! 2 /:lIlill: x 2/:¥1 8 9 

.IJ!.央

(桁行x~m
H州1

泊in04次発品liJ立1，¥';図
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奈良国立文化財研究所年報

2 平城京の調査

北辺坊の調査 (第103-16次〉 本調査は駐車場建設に伴 う事前調査である。調査地は右京北辺防

の東南部にあたり，二坊二 ・三坪の宅地遺構および北京極大路の存在が予想された。検出した

主な遺桃は抗H立柱建物8練，堺 9条，;)1:戸2基，総17条，道路 2条，木組遺構，土;綴などで大

きく A.B.Cの3時期に区分できる。

AJU] 建物i刷工二坪と三Ty.の坪境付近に位置し，2坪分にわたる宅地が予想される。

調査区南部の SD160は申話1. 1~0. 3m，深さ O.4~0 . 2mの業掘の東西梅で，北京極大路計画

線(平城宮酋函中門心の北ブ']1800尺)から北約14.6mにあり ，これより南の遺構状況などから，北

京極大路 (SF190)の北側純と考えられる。従っ てこ のn'ljより北側が宅地となる。

S B250はHJ行7nol1，架行 31/;¥'1，南庇付東西棟建物で M切の中心建物であるo 柱nX1寸法は10

尺等間，庇の出は12尺である。この建物の両11あに南北棟建物 SB230-A， S B260が配され

る。西側の SB260は東庇をもち，北側柱列を SB250の身舎南側柱列と揃える。北而に南北塀

SA268がとりつく。東側のSB230-Aの北にも南北msA240-Aがとりつく 。

S A180-Aは建物mの東方を限る51M1の南北塀で，柱間寸法は10尺等間である。 SB250 

の東側柱列から80尺の距離にある。

司:i.t北京内発期制査位I，YU刻 第103-16次発品~ij!ì術関
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τドー城':~~'助、と τji-j}北京跡の JI，'，I~f.

BWI 南北小路 SF275がつくられ，宅地が米商に分'，!il]される。東側の宅地では SB250， S 

B 260， S A268を廃 し， S B21O， S E245， S A242をつくる。 SB180--A， S A230-Aは

っくりかえる。このH制切にさらに改作があ り， S B230--Bを廃 して総柱建物 SB234を建て，

その南北に腕 SA240-B， S A200をつくる。 小路西側では SE290がある。

ih北小路 SF275は，陶北出 SD270， S D280を側併とし， i1Yf，心々距離は約 6111 (20R)であ

る。 SD270の埋ニ]--から奈良時代後半~末WJの上総般が出土した。

S B210は BJVIのr!-，心的な建物と山、われる村J行 411-¥]， 梁行 211Jjの:iR四似建物で， 柱1J:d寸 法は

10尺等ILll-c:-ある。柱抜rf:x.穴から奈良|ピi代末のJ:慌が/111二している。

S E245は内法1. 3 111 の方形~I :戸で泌さは2.6111 あり， ;} I :館組の ~ I二戸 1'!I~が8段残る 。 S E290は

内法1.8111 ， 深さ 1. 5111 で， チ 1 :館組の ~ I ・戸枠が 3 段伐る。これ ら 2 ti主のチ 1 :戸国土からは奈良時代

末の二日号が出土し， S E290の抗nnヲからは奈良時代前WJ後葉の土印!i部が出土した。

CJW 追桃がまばらで，五u物の方位もばらつき，宅地の荒廃する時期である。桁行 41iJI，架

行 2 1 1.\1の南北t~!建物 S B220， 東西航Jd!4T.JS B295があり ， S B295の IれこややlI~fJVIの辿l る *西

W{:S A291がある。 SB220の柱抗'il jf~か ら奈良時代末の土保が/u上している 。 この 他， 木組i立構

S X150，糾 SD142， S D144， ー1--械があり， S X 1 50の i~TI形， S D144の底上|か ら平安H寺代官ij

JUIの七探知が山ご|ょしてL、る。

辿物 ;)1ー戸 SE290， S E295のJilUニからまとまった辿物が山 1:した。 SE290か らは奈良時

代末の七師時 ・須忠慌のほか， 'lFf平瓦 1，斎L!，¥4， 1111物l底紋 3， 刀子制 lがある。 SE295か

らも奈良時代末の 1--加傾のほか， ; 1汗瓦 3 ， 木 ~ri1 ， IIM:ioM依 1，和同11日祢 2，凝灰岩切石が山

1:した。この他， 包含周か ら多量の円筒I直輸とともに，形象I直輸 (家 ・}GDが山 1:-している。

まとめ 今回検山した辿.fN;は 3JUIの変遷がある。その年代は， IU土造物か らAWJを奈良時代

liij半JUI. BJWを奈良時代後半から末期，CJVIを奈良時代末期か ら'f-安11寺代古iJWJにあて ることが

できる。 A • BJUIの辿tlliは'ji-城京の造営方(s't:とあわせて整然と配置されており ，この地域が奈

良n~i 代古íjJUIから宅l也として整備された こ とがうかがえる。 AJVJの東西航 S B250をr.1二'{.¥fこして

両l協に南北側を配した建物t:下は， 二 .l-l と三J~ドのn岐に位ltt しており ， この時JVIには 2J平分を占

める宅地がHt定できる。 BJVIになるとIYi北小路がでーきて宅地は東西に分割される。ただ小路 S

F275の(s'(j白は坊川小路号|副総からrmへ約11.4111ずれてお り， 今後の検討を嬰する。ま た， 第

2お3次 (平以7泊~#二北，

とS0160と0のコ，心心々 b距恒瑚iは70ω){となる。

以上のように，今問の訓査によって，従3氷K

なft存料}をfりることカが:でで、きた。

左京三条ニ坊六坪の調査 (第109次〉 調査.区はl昭和50'-j'-Vこ実施した第96次発侃区の北而に接-し，

困 illiの北~ll] をjËる京j7[jWf. S A 1500から三条条川路 (現大'出・通り〉までの区成である。検出した退

怖は倒立住建物 5隙，桝 2条，井戸 2基， 1ー峨などがあり ，iiii川調査と 同様， AJUJ. BJmに~:
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奈良国立文化財研究jiJi"年報

¥-lJUI ..1- ~ JUI 13ml 

左京 三条二 tJj六 sF)立構配置凶

AJtIJ I庇をもっ辿物を中心にした 4~~!の建物， 2基の井戸がある。 SB 1570は前庇をもっi行

行 511-¥1，架行 3nnの東西線建物で，柱間寸法は 9尺符11¥1である。 SB 1570のilli6 m (20)む に

は建物SB 1571が陶 ・北而の柱通りを揃えて並ぶ。制査区西端で東側柱のみ検出したが， S B 

1570と同規肢の京同校!と考えられる。 SB 1570の東南には桁行 51討し梁行 211¥1の陶ー北側辿物S

B 1573がある。柱11-¥1寸法は桁行8尺 5寸，架行 7尺等11¥1である。西側柱列を SB1570の東側柱

列と揃える。 SB 1570の北東にある建物SB1552-Aは，前回調査に統き 21t¥J分検出した。桁

行 511!d以上，架行 211¥1の東西陳述物で，柱11¥1寸法は10尺等川である。この建物はほぼ同位iEで
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:; 1<以'内・湖、 と、VJJ点点~A;のJ司~t.

長l! ;併えられ， 白から 411 \1日でlilHI・切り，内 1mに IjjlJ~:I~の施設がつくられる。 IH側柱ダIJを S B 1570 

の北側柱チIJと， 1!!i(IlIHiデIJをSB 1573の J.U ß!IJ柱列と揃える。このl時JVJの建物は，上ドの rl~心か らの

距離が10尺単位で訓りつけられる。 S01545は制査Ix:北端にあるぷ・仰の米凶滞で， 六上/<の北を

限る築地の南側雨絡部と考えられる。 SB1552-Aのj'yjには井戸 SE 1610， S E 1611がある。

BJDJ これまでの建物 .;11戸を廃して，S B1574をつくる。 SB 1574は桁行 511'，]以上，梁行

211¥1.柱Il¥J寸法は10尺符川の点凶棟で，liij阿訓査の踏石辿物SB 1540と京而柱通りを揃える。

I十jOllJ柱抜取火か ら.，/i.:城'，'>1;N JUJ (夫~IL~主マλ~{l'.~ 抑 / 1 ， 1盤;;::;m の 'Iq:メu・Eが川|こ している。

JJ14~ 瓦m ・ 」二 日:Hí'i ・ 石製品がある。瓦~iには丸./:L • "Ii.J.Lの他に，判必24点， 1市戸瓦 1点が

ある o 'ltfl白工藤原'，I:r5-¥:を合め IJVlか ら IVWJ まであり，、|λ城主~;1/:1上JLと同氾である。五日l句には，

6285型式， 6667型式を中心とする IIW1C必老 5{I~~)( 'V'17年)のものが多し、。-':探知には， /二剛山

1111 ・ I~' :j杯，鎚須恐慌1111 ・ 柄、 ・ ~'5 .向、 ・ 銚 ・ 火舎 ・ 鉢 ・ II:I:~:などがある 。 その 他， ー|て馬や将棋駒Jf~の

石製品 (恥il4.9α" 長さ19.6cm)で頃{jJIに任0.6cmのPJ干しをもつものがある。

まとめ 今 I fllの調査を合め，六月ιは約359杉が説~1iされた。 Tìíï lñ/調査で，上ドが闘i也を開む腕に

より 140尺でiH北に 3等分され， 長l!物配 i白にも ~ 1 'iilii l~l:があることが切らかになっている 。 今 /111

の調査により ， 建物配 ii"i:が A WJにはÞI<の rl'心から10)込 ìjí.位に 'ì~IJ りつけていることが-}f1 明確と

なった。そして検1.1:¥JJ1怖の夏、選は，困i也を中心にした|丘j或と d坑をーにしており .l'可地区がー休

となった計倒的造営が行なわれていたことがうかがわれる。また，国j也をrl3心とした区域が，

11I17J-c'Ji:など特別な川途をもっ公的な事避の場と考えられるのに刈して，今回検山した国i也北方・

の建物l洋の性格は， J51i.内での{立iffやm物配世状況などか ら，プミTf所1-J・者の家政機関にあたり ，

I~池の管理 ・ 運営が行われていたとみられる。

薬師寺西小子房・十字廊の調査 本調査は(1Ji1¥誌の復阪とその変造を切らかにするとともに， J立

内蛙 ólli計岡の資料を得る FI 的で ， 業r:r li~i:の委1Mにより行なっ た。

同小子町 西小子房はi昭和49:1r:.の四iWI房地区の調査で--ml検出し，その位置 .m模について

ゆlらかにしている。今問の調査ぱは，îìíï 恒l発初II~の北に~tする l実域である。西南側は "1' 世の焔

i也でかなり倣Jf)i されていたが， 東北ßlIJは焼1: ・ 木伏が!以く Hfj立し.JJ1捕の ~{.l ~~態は良好であ

IIQ 
I~ 

円 rlrl円 1I1-
mA~Ii O.'I' II!i小 こFvi' 1ヰ:JJ向ifeJ}，r!i立I，W/当l
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った。西小干日!の京端部とrAnjJj・錦 4}J}・第 5lJ}の川取をゆlらかにするとともに，2l.ltの火

災を受けていることが判別した。

再建官ilの各房は桁行 21MJ(20尺)，架行 21m(14尺)で，土壁て仕切り ，さらに中火で東西 2

室に分割している。中央柱西側の床 卜.には木樋11音渠が南北に通る。 IBJ仕切控のJ也君iは， 3F.瓦を

両側に立て，その|討lに瓦を重ねたもので，大房と|司じ工法である。

この建物は焼亡後，同位i世に問鋭校で再建されるが，再度火災をうけ廃棄されている o ujJ立

には赤く焼けた幅15cmのスサ入り こ|二壁が向さ 5cmほど成っていた。また第 3房 ・第4房ではm
内の北半を東西 2 室に 1 1\ 1仕切る土壁が残り ， 北監は再~íìíjの地部より 6 cm~翌北に寄せている。

木樋踏渠は廃棄され，木樋に瓦をつめて白11賞渠状にしている。

小子房北側の雨務総の仰l板は!日土泣物 ・担lr金状況からみて，小-[-JJj廃絶後に改修されたもの

で，当初は素抗nのm務部で町ある o 'ftY;;の北側には瓦1mめの上墳がl政干Eしてし、る。

2度目の火災は第 3房床面出土のこ凶;初、ら10世紀後半と考えられ r薬師寺縁起」にみえる

天禄 4年 (973)の火災にあてることができる。また最初の火災は削音渠捌形山上ニ凶器の型式か

ら，天禄 4作よりさほど遡らない時JUJと考えられる。

十字廊十字腕は 「薬師寺縁起」によれば東西14丈l尺，南北5丈6尺で食雌ともよばれ，

天保 4年の火災の失火元である。今回の調査で十'7-:廊は食堂の北方に四半分を検出し r楽附l

d百縁起」の記11似通り平田十字形の建物であることを確認した。

基坦はi也山上に茶制色土を30cm積みあげ，凝灰岩切石をi也山上に直接立てて基出化粧として

いる。基坦上而は後世の撹乱を受けているが，礎石裾十J-!.点跡が成り ，建物鋭敏を知ることがで

きた。伽Iff!i9=ll/idl線で折り返して復原すると，十字Jnllは桁行l1/HIで，柱111]寸法は中央111]15尺，11あ

11:l114尺，次|十1]13尺，端 31Uド各12尺となる。架行は 211-Hで柱IIH寸法は 8尺5寸等IIlJである。 iYi側

柱列は西小子日の北側柱列と柱筋がJ-liiJぅ。桁行中火IHJから南に 311l!(位!ilJ寸法10尺等!日J)の張出

しがある。北への張出しは 「薬師寺縁起」に記放された南北5丈 6尺からすると 1111]分 (9)り

と舵定される。基砲のまわりには幅約40cmの雨落絡がめぐる。 I句.雨落併のo[lJ仮は小子房ーから連

統するもので，後に改修されたH寺のものである。南の張/L¥し部では，基砲のiLli側に食主から統

く師40cmの石組雨務総が走る。

基国の凶北I~J~に近接して;1 1二館組の )1:戸があり ， その抗~lJr~から奈良H寺代中凶の上慌を出土して

いる。 )1二戸は十字廊の建設に際して西北方に移したものと考えられ，十字廊のおIJ日!を条即時代

r/_I頃とすることができる。また， 廃絶年代については， 市務部， 桂樹上而のよ~íから /1\土した

逃物から10世紀後半と H~定され， 天依 4 年の焼亡後再建されなかったものと Jtj，、われる。

i立牧l 西小寸二房 ・十字!郎地区の/:1:¥土遺物には瓦矧，土総額，金属製品がある。瓦煩には多品

の丸瓦，平瓦の{也 ijl"f瓦，緑病IJ霊木先瓦がある。軒瓦は粁丸瓦6276型式，ijlドII.瓦6641盟式が中

心である。新型式の一つには径30.5cmの大型軒並L瓦がある。緑漁IJ笠木先瓦は長辺15.7cm，XTI.辺

11. 7cm前後の長方形をなし， 方}~の釘孔が 2 ヶ所ある。
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、 1;.以'E..f跡と f!1点JJ~幼;の ，v，'，lft

ート?t~~加には上nîli \l:~ ・ 急:ii也12 ・ よ!~色 u:~ . JL \l:~ ・ 二彩陶\l:~ ・ 緑泊111日，~~位 ・ !東和l陶総 ・ 中|主|製 i滋叫が

ある。土nlli¥l完治:以も多く，その大部分が平安時代のものである。井戸1:111二の奈良時代中凶の艶

の一つには 「三宝J r人足」 の墨~I'r-がある 。 この他， 蹄j肉Iú此灰泊11宝珠 (~lが H~，上 した。

金属製品には銅製の~:髭 ・ 蝶需 ・ 白銅製特 ・ 金箔 ・ 鉄重Iがある。

薬師寺東僧房北方の調査 本調査はJ]g'c札所の点方に，t営利支天主が移築されるのに伴う調査

である。検山した主な泣椛は抗il:iL柱建物2籾1， )1・戸 4i主，部 2条である。建物 2織は奈良時代

で， 点凶 f~! となるが、|λ而形式はゆj らかではな L 、。点的房の北約50111で食堂にも近く，町屋関係

の辿物と思われる。)1:戸 4Aのうち 1ili¥;は奈良時代， 3 iMiが平安11寺代末期に属する。 奈良11寺代

の)1:戸は方約 1111，深さ 1.7111で )1二戸作は延長っていないが，木間 ・瓦 ・1:総 ・木探など多量の

ill物が/:1:¥1二した。木間は;).1ニ戸の廃絶年代を示す 「おfむ二年」銘を含み，総数 233.... 'f.をかぞえ

るo 'ilF瓦はすべて水薬f:m寺式で・ある。 1-.慌には 二l:師総 ， ~恵日;t ， 黒色士山があり ， 1二rflli総 IUlの

一つに 「民集nlliJ rWJ r流J， 1上:帥甘総;持t吋d艶Eの一つに r 1朱誌戸」 の占挫昼;古日カが;ある。 このj列井iド:戸は薬f印m削1引叩Ii同手寺F 

造包岱fれ|

大安寺西中房の調査 イ本丈 3訊調』司1 型資tはノ大lç j宏b必(~，消4奇守{，小学校 i佼う交ど会移 l伝に!閃史刻l述する波り廊 |卜ド、住設に(，作治午ド う 調査であ

る。調量査査f.J地也は大宏ミ苛可:川，小j、学校佼l陸在内でで‘，f:1肢g大宮寺西ι1'lJ}にあたる。

日目'-I::Imについては，IIB和38ゴF.，奈良県教育委員会が今Inlの制査|送.の北)jで発仰を行なった調

査では，liij後 2JUJの建物があり， 前WIは架行 31111， 柱11'.J寸法10尺等1:¥1，後JUlvitn行 11:¥]， 柱1111

、J-rL8尺等川である ことがわかっている。今阿の調査でも 2JVlの恨石群を検出し，liijJ朗建物は

|行行柱/1¥1寸法が14尺であり，基出来四帆が44)辻であることが切らかとな った。この1H石の("i.i宜

は，西中房北列I似品¥111¥1分にあたると思われる。後JVlm物は南北に説ぶ般石 2ケ所のみ検出し

た。Hi行-柱川寸法はjjij却!とIliJ様14尺である。

また，制査|互の一ml抗nり下げにより ，大安";1'有|凶!以jIiiの地主主:而と，係上j在地!日を催認した。

旧地表面は現地表下約1.4111の灰色 *，liJ..層ト:ifjjで，こ のj也|玄では 1111以上にわたる感ニ|二整地が

行-われている。|日地表而には大官大寺所1日の再使川瓦と忠われる大宵大手T'式illl、lλ瓦， 奈良|時・代

jjijjUIのニl二時，木材 のi'i11り屑がJ1同日しており，大公弓l'造;立にl却する造物として休日される。

今1"1の調査により，大安寺造営に問lするj'1:屯な資料を1!}ることができた。なお，制査結民は

I /，1 

4 -' 

大災，'i'l出中が発抗Ilj立hYil;;4
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わIi.JJR京左京六条三段I1-四
N i 上!守的11罰則先制(奈良ili教

討委u会，1978"1ユ3灯〉 とし

て公表 し，これまでの制査

のjぷ洪をもとに 作 成した

「大火寺伽航配iff復原|安IJ

(締)~2000分の 1 )を収録し

た。(土肥孝・安IUnti太f!/O
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